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短期研修講座受講者 
ＡＣアダプターの自作教材化の研究 

      愛媛県立新居浜西高等学校  田頭 邦弘 

ＡＣアダプターは、交流を直流に変換する装置で、高校

物理の電磁気分野の学習内容が豊富に含まれています。そ

こで、ＡＣアダプターの変圧・整流・平滑の機能を視覚的

に示す教材開発を行いました。ダイオードによる整流作用

やコンデンサーによる平滑化について、期待どおりの結果

を得ることができ、教材としての有効性を確認しました。 

 

ラウールの法則に関する研究－教材化に向けた検討－ 

       愛媛県立松山北高等学校  白石 健祐 

 ラウールの法則は希薄溶液に適用されるもので、蒸気圧

降下の現象について成り立ち、束一的性質を持ちます。蒸

気圧降下の現象について理解することは大切ですが、高校

の実験室で蒸気圧を測定することは難しく、イメージをつ

かむことが困難です。そこで、本研究では蒸気圧の差を目

で見て分かるような実験モデルの検討を試みました。 

コオロギの記憶メカニズムの解明 

        愛媛県立大洲高等学校  藤岡  哲 

高校生物では、「動物の反応と行動」の単元で、動物の生

得的行動や習得的行動について学習しますが、動物の行動

を対象とした実験教材はあまりありません。本研究では、

フタホシコオロギが学習能力を持つことを行動の変化に

よって確認する実験系を確立するために、試験方法や試験

装置の開発を行い、教材としての有効性を検証しました。 

 

学校のチーム力向上を目指したサポーティブな組織づ

くりの在り方－学校事務職員のよりよい校務運営参画

に向けた研修講座の開発を通して－ 

 社会に求められている学校の果たす役割が拡大して

いく中、「チームとしての学校」の実現が求められてい

ます。そこで、本研究では、学校事務職員と教員が互い

に支え合えるサポーティブな組織の在り方について考

察するとともに、学校事務職員のよりよい校務運営参

画を目指した研修講座の企画・立案を行いました。 

 先行研究の調査やアンケート調査等により、学校事

務において実務の中核を担う専門員や主任に求められ

る資質・能力について分析し、「情報処理能力」「対人関

係力」「組織貢献力」が特に重要であると捉えました。 

また、サポーティブな組織づくりのためには、教員と

学校事務職員が、学校教育目標の実現に向けて、相互の

業務や課題等を理解・共有し、協働する機会を持つこと

で、やりがいや信頼関係が高まり、それが「子どもたち

のよりよい成長のための学校づくり」につながると、 

考察しました。 

本研究の結果を

踏まえ、令和５年度

から、専門員、主任

を対象とする新規

研修講座を開設し

ます。 

企画開発室 教育相談室 

いじめの早期対応に関する研究－教職員の対応力向上

を目指した研修資料の活用を通して－ 

昨年度の研究で実施した「いじめの早期対応に関す

るアンケート調査」の結果から得られた課題を基に、

教職員の対応力の向上を目指した研修資料を作成し

ました。本資料は、動画資料、意見交換資料、ハンド

ブック資料の三つで構成しており、各学校の校内研修

等で活用できるように工夫しています。 

協力学校における実践では、これらの資料を活用し

て、２回の校内研修を実施しました。実践後に行った

アンケートには、「保護者の来校時や電話での対応時

に共感的態度で接することができた。」「生徒と接する

ときに、何か抱えていることがあるのではないかと、

その生徒の背景にあるものを今まで以上に想像する

ようになった。」「報告に関することについて、連絡を

密にしなければならないと思うようになった。」等の

肯定的な意見が挙がっていました。このことから、作

成した研修資料が、いじめの早期対応に関する教職員

の対応力の向上を図るものとして適切な内容である

ことを確認できました。 

今後は、更に改善を

加え、作成した研修資

料を本センターのホー

ムページに掲載する予

定です。 

長期研修講座受講者 
 主体的に学びに向かう生徒を育てるための指導と評価の一体

化の工夫－ＩＣＴを用いた授業の振返りの充実を通して－ 

三原 慶彦 

日々の授業で形成的評価を行い、学習や指導の改善に
生かすという指導と評価の一体化の重要性は、多く指摘
されています。この指導と評価の一体化に、効率的、持
続的に取り組む方法を研究し、有効性を検証しました。 
方法は、①授業の終末に、生徒がオンラインフォーム

を使って振返りをする、②教師が生徒の記述をテキスト
マイニング等により分析し、生徒の学習状況を読み取り、
指導の改善点を考える、③教師が各生徒にオンラインで
コメントを返すとし、毎時間実施しました。 
その結果、教師は、生徒の学習状況を効率的に評価で
き、指導の改善ができました。さらに、生徒に的確な助
言ができ、生徒との信頼関係が深まりました。生徒は、
振返りを書くことで学習内容を整理し、 
教師のコメントから学びを深めました。 
これらの活動を通じ、生徒の主体的に 
学びに向かう力が高まりました。 

若手教員支援プロジェクトチーム 

若手教員への「愛」ある支援プロジェクト－総合教育セ

ンターの研修・教育相談・学校支援を通して－ 

 本プロジェクトは、教職経験がおおむね５年未満の

教員（若手教員）を対象とした支援事業です。本年度の

主な取組は、次のとおりです。 
 

〇出前講座における個別相談の実施 

〇オンデマンド動画の提供 

〇基礎研修における協議の場の充実 

〇相談事業に関するリーフレットの作成・配付 

〇「経験の少ない教員」に対する支援 

〇関係機関やセンター各室と連携した支援 
 

プロジェクトチームを立ち上げたことにより、関係

諸機関やセンター各室で連携し、情報共有やきめ細や

かな支援を行うことができました。また、若手教員の具

体的な悩みを把握するとともに、一人一人に応じた支

援が大切であることが分かりました。 

今後も、本プ 

ロジェクトの取 

組を継続し、来 

年度の研修の中 

で生かしていき 

たいと考えてい 

ます。 

学習指導に生かせる効果的なＩＣＴ活用の在り方－教

科目標の達成を目指して－ 

効果的な場面でＩＣＴを活用し、分かりやすい授業

を行うことで、「主体的・対話的で深い学び」が実現さ

れ、教科の学びが深まると考え、２か年継続の研究に取

り組むこととしました。 

本年度は、基礎研修や課題別研修等でＩＣＴ活用に

関わる研修を実施し、キャリアアップ研修Ⅱの受講者

対象にアンケートを行いました。その結果、多くの教員

が、ＩＣＴ活用の効果を感じている一方で、「思考を深

める学習」「個に応じた学習」「協働での意見整理」の

場面における活用方法に課題があり、研修の必要性を

感じていることが分かりました。そこで、教科目標の達

成を目指した効果的なＩＣＴ活用について、動画を作

成し、研修動画セットにまとめました。 

次年度は、本セット

を県下の学校へ提供

するとともに、ＩＣＴ

を効果的に活用した

「思考を深める授業」

の支援に向けて研究

を進める予定です。 

教科教育室 

自己教育力を育むための１人１台端末活用に関する研

究－「ＩＣＴ表現スキル」の向上を図る授業実践を通し

て－ 

これからの情報化社会を生き抜くための学力・行動

力を身に付けさせるには、確かなＩＣＴ活用スキルの

下での、自己教育力の育成が重要であると考え、研究に

取り組みました。愛媛県ＩＣＴ教育推進ガイドライン

の「ＩＣＴ表現スキル」に着目し、達成度基準の評価モ

デルや自己教育力の高まりを見取る振返りカードを用

いて、研究員２名に授業実践をしていただきました。 

授業実践から、子どもが１人１台端末を活用して、自

分の考えを整理したり、相手に分かりやすい表現にな

るように工夫したりする活動は、「ＩＣＴ表現スキル」

の向上に有効であることを検証できました。そして、子

どもに任せる部分を保障することや、振返りの場を確

保し、子どもが自らの学びを省察して学習活動に生か

すこと、試行錯誤できる 

場を設けることが、子ど 

もの学びに対する意欲を 

喚起し、自己教育力の育 

成につながることを確認 

しました。 

情報教育室 

特別支援教育室 

生活単元学習の授業づくりに関する研究－各教科等と 

のつながりのある単元設定から学習評価までの考え方－ 

特別支援学校学習指導要領では指導と評価の一体化

の必要性が示され、学習評価に関する通知では授業改

善の一連の過程に学習評価を適切に位置付けることが

求められています。また、「各教科等を合わせた指導」

においても、各教科等の目標や内容を取り扱うことや、

それに準拠する評価を目指すとの方針が示されまし

た。そこで、生活単元学習における各教科等とのつなが

りや学習評価の在り方に関する資料を作成し提供する

ことで、特別支援学級等を支援することができると考

え、２か年継続の研究として取り組むこととしました。 

本年度は、資料の名称を「「主体的・対話的で深い学

び」を実現する生活単元学習の授業づくりガイドブッ

ク」とし、案を作成しました。そして、アンケート調査

と意見交換会（ウェブ会議）による研究員への意見聴取

を基に、内容の検討及び改善を行いました。 

次年度は、「ガイド

ブック 案 を用いた生

活単元学習の授業づ

くりの実践を行うと

ともに、更に改善と修

正を加え、ホームペー

ジに掲載して、提供し

たいと考えています。 

令和４年度 愛媛県総合教育センター調査・研究の概要 

〔研究主題〕 未来を創造する力を育む学校教育への総合的な支援 

2 3 

本センター研究の成果について 

本センターの研究成果物は、ホームページから 

ダウンロードすることができます。ぜひ、御活用 

ください。 アドレス https://center.esnet.ed.jp/ 
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＜県立学校初任者研修＞

「１年間を振り返って」

川之江高等学校

教諭 増田 奈桜

初任者として着任以来、あっという間に１年がたち

ました。最初の数か月は不安と緊張の連続でしたが、

年間を通じて様々な経験を積む中で、教員としての姿

勢や生徒への指導の在り方などを学び、今では教員と

しての責任を自覚し、仕事を行うことができるように

なりました。私がここまで成長できた大きな原動力

が、初任者研修です。研修では、多くの充実した講座

を受講させていただきました。特に、総合教育センタ

ーでの「特別活動の在り方」の講座で、生徒に向き合

うことの大切さを学んだことが強く印象に残ってお

り、その後の生徒指導や部活動指導で実際に役立てる

ことができました。最後に、初任者研修でお世話にな

った総合教育センター指導主事や指導教員、教科指導

員、そのほか全ての先生方に深く感謝申し上げます。

＜小・中学校キャリアアップ研修Ⅱ＞

「 」

伊予市立北山崎小学校

教諭 三原佑太郎

校外研修では、教科指導研修をはじめ、生徒指導研

修や社会体験研修などを通して、専門性や指導力の向

上を図ることができました。どの講義も現場の課題に

沿った内容であり、学んだことを実践で生かすことが

できました。また、教職経験年数の近い先生方と共に

学ぶことで、互いに高め合いながら研修に励むことが

できたと思います。校内研修では、「より妥当な考え

をつくり出す力を育てる工夫－理科学習を通して－」

を研究主題として、教材研究や研究授業を行いまし

た。多くの先生方に助言を頂きながら、研修を深める

ことができました。

職場にも自分より若い先生方が増えてきました。今

回の研修で学んだことを生かしながら、中堅教諭とし

ての自覚を持ち、職務に励んでいきたいです。


